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2011年

3月25日

久米設計が国立霞ヶ丘競技場陸上競技場耐震改修基本
計画を提出
 （サブトラックを地下に設置、設計・1年、工期・2年、工事
費・777億円、うち地下工事に110億円）

6月24日 スポーツ基本法公布

12月13日
閣議において2020年第32回オリンピック競技大会・第16回
パラリンピック競技大会の東京招致が了解される。

2012年

3月

スポーツ基本法に基づくスポーツ基本計画が策定され、こ
れにより「オリンピック・パラリンピック等の国際競技大会
の招致・開催等を通じた国際交流・後見の推進」が掲げら
れる。

3月6日
第1回有識者会議、議題１、国立競技場の将来構想、２、
ワーキンググループの設置

7月13日
第2回有識者会議、議題１、国立競技場の改築に向けた
論点整理について、２、新国立競技場基本構想デザイン
公募について

7月20日
日本スポーツ振興センター（JSC）が新国立競技場国際デ
ザイン競技の手続き開始公告を出す。

11月15日
第3回有識者会議、議題1、新国立競技場基本構想国際デ
ザイン競技の審査結果について、２、今後のプロセスにつ
いて

11月16日
46応募作品の中からザハ・ハディド氏作品が最優秀賞と
決まる。

11月27日
JSCが近隣住民に対して「国立霞ヶ丘競技場建替え計画
概要説明会」を開催

12月4日
JSCが「神宮外苑地区地区計画」の企画提案書を東京都
に提出

2013年

1月21日 都市計画原案の公告・縦覧（意見書提出期限2月12日）

2月19日 東京都から各区（新宿・港・渋谷）へ意見照会

2月22日 東京都が都市計画案の説明会を開催

2月25日 都市計画案の公告・縦覧（3月11日まで）

4月 各区から東京都への意見回答

5月17日
東京都都市計画審議会が20ｍの高さ規制を75ｍに緩和
する再開発促進地区計画を承認し都知事に答申

6月17日 都市計画決定告示

8月15日
槇文彦氏、日本建築家協会発行の雑誌に「新国立競技場
案を神宮外苑の歴史的文脈で考える」と題した論文を発
表する。

9月7日 IOC総会で2020年オリンピックの東京開催が決まる。



10月

財務省主計局より「国・地方とも財政改革が緊要な課題で
あることに鑑み、簡素を旨とし、大会の開催に係る施設に
ついては、既存施設の活用を図ること」としたオリンピック・
パラリンピック関係資料が発表される。

10月11日

シンポジウム「新国立競技場案を神宮外苑の歴史的文脈
で考える」開催。この様子はインターネットで中継され、新
聞各紙、ＴＶニュースでも報道される。登壇者 槇　文彦
（建築家）
 陣内　秀信 （建築史家・法政大学教授）
 宮台　真司 （社会学者・首都大学東京教授）
 大野　秀俊 （建築家・東京大学大学院教授）

10月28日
神宮外苑と国立競技場を未来へ手わたす会(手わたす会）
設立

11月7日
槇文彦氏をはじめ建築家4名が文部科学省および東京都
に「新国立競技場に関する要望書」を提出。発起人および
賛同者に建築関係者100人が名前を連ねる

11月25日
手わたす会が内閣府、文部科学省、JSC、都知事に要望
書・質問状および署名簿を提出。

11月25日

手わたす会が公開座談会「市民とともに考える新国立競
技場の着地点」を開催。　登壇者 松隈　洋 （建築史家、京
都工芸繊維大学教授）
藤本　昌也 （建築家、日本建築士連合会名誉会長）日置
雅晴 （弁護士、早稲田大学大学院教授）平良　敬一 （建
築評論家、「住宅建築」相談役）渡辺　邦夫 （構造設計家、
新国立競技場デザインコンクール応募者） 森山　高至
（建築エコノミスト） 森　まゆみ （作家/神宮外苑と国立競
技場を未来へ手わたす会共同代表）

11月26日 第４回有識者会議開催

11月28日

自民党無駄撲滅ＰＴにより新国立競技場に関するヒアリン
グ実施（現国立競技場の耐震改修費用は700億円、コンペ
条件の工事予算費用1300億円は日産スタジアム700億円
を参照、屋根付きにすることで１00～１50億円のコスト増と
なるが年間12日程度のコンサート利用・4億8000万円の収
入が考えられる）

11月30日 手わたす会、第1回外苑ウォーク実施

12月13日 手わたす会、青柳文化庁長官に要望書を提出。

12月24日
手わたす会、JSC、国立競技場将来構想有識者会議、国
際デザイン競技審査委員長宛に公開質問状を送付。

12月27日
自民党無駄撲滅ＰＴによる第2回目ヒアリング （工事予算
の上限・1388億円、ランニングコストの赤字補填を行わな
いことを確認）

2014年

1月10日
手わたす会、都知事選立候補予定者に公開質問状を送
付

1月14日

公開勉強会「みんなで学ぼう　新国立競技場のあり方」を
開催
登壇者 森　まゆみ （作家/神宮外苑と国立競技場を未来
へ手わたす会共同代表）鈴木　知幸 （元2016年東京オリ
ンピック招致準備担当課長・順天堂大学客員教授 沖塩
荘一郎 （日本ファシリティマネジメント協会理事、東京理科
大学名誉教授）森山　高至 （建築エコノミスト）山本　想太
郎 （建築家、日本建築家協会デザイン部会長）



1月31日
JSCより12月24日公開質問に対する回答
安藤委員長からの返答はなし

2月5日

衆議院予算委員会にて有田芳生議員が新国立競技場建
設について質問
 （ハディド氏に監修料として13億円支払うこと、競技場利
用による年間収入50億円、維持管理約40億円、約4億円
の黒字となる試算が示される）

2月18日

公開勉強会「スポーツ施設としての新国立競技場を考えよ
う」を開催
登壇者 森　まゆみ （作家/神宮外苑と国立競技場を未来
へ手わたす会共同代表）後藤　健生 （スポーツジャーナリ
スト）鈴木　知幸 （元2016年東京オリンピック招致準備担
当課長・順天堂大学客員教授）今川　憲英 （外科医的建
築家憲＋TIS&Partners’　東京電機大学教授）

2月26日 手わたす会、JSCに再度質問状を送付。

3月3日 手わたす会、舛添都知事に計画見直しの要望書を提出。

3月14日

参議院予算委員会にて蓮舫議員が新国立競技場につい
て質問
 （現競技場の解体及び新競技場の建設費用計2000億円
は国・都・JSCが分担するが現在協議中であり、その割合
は未定であると久保公人文科省スポーツ青少年局長回
答）

3月15日 手わたす会、第2回外苑ウォーク実施

3月24日

公開勉強会「新国立競技場、このままでほんとにいい
の？」を開催
登壇者 森　まゆみ （作家/神宮外苑と国立競技場を未来
へ手わたす会共同代表）松原　隆一郎 （社会経済学者、
東京大学教授）柳沢　厚 （日本都市計画協会理事、C-ま
ち計画室代表）横河　建 （建築家、日本大学教授）今枝秀
次郎＋平山貴大（東京大学工学部建築学科3年）

3月27日
手わたす会、JOCにオリンピックムーブメント・アジェンダ21
遵守の要望書を送付。

3月27日
平凡社より「新国立競技場、何が問題か　オリンピックの
17日間と神宮の杜100年」槇文彦編著出版

3月31日
手わたす会、トーマス・バッハIOC会長に新国立競技場を
オリンピックムーブメント・アジェンダ21遵守の要望書を送
付。

4月4日 岩波ブックレット「異議あり！新国立競技場」出版

4月5日
手わたす会、JSCによる現国立競技場解体工事入札に対
し抗議文を送付

4月16日
東京都が2020年東京オリンピック環境アセスメント調査計
画書に関する意見募集を行う

4月23日

「新国立競技場、何が問題か」出版記念シンポジウムが開
催される。
登壇者 槇　文彦 （建築家）大野　秀俊 （建築家、東京大
学大学院教授）森　まゆみ （作家）陣内　秀信 （建築史
家、法政大学教授）

5月12日

シンポジウム「新国立競技場のもう一つの可能性」が開催
される
登壇者 中沢　新一 （人類学者、明治大学野生の科学研
究所長）伊東　豊雄 （建築家、RIBAゴールドメダル、プリツ
カー賞受賞者）森山　高至 （建築エコノミスト）松隈　洋
（建築史家、京都工芸繊維大学教授）/司会

5月15日 JSCより公開質問状の回答が届く



5月21日
舛添都知事にあて、国立競技場の解体中止と改修検討を
もとめる要望書を送付

5月21日
衆院文部科学委員会で宮本岳志議員が質問し、異論に耳
傾け民主的手続きの徹底をはかるよう求める。

5月22日
東京都議会　日本共産党東京都議団　国立競技場解体
中止の見解　記者会見

5月23日 日本建築家協会が文部科学省・東京都・JSCに対し、国立
競技場解体中止の要望書を提出する。

5月28日
JSC、新国立競技場の基本設計を発表、第５回有識者会
議でこれを了承する

5月28日 3月31日にIOCに向け送付した要望書の返信が届く

5月28日
2020年東京五輪環境アセスメント評価委員会、五輪会場
などに関する環境影響評価書を作成する際の留意点をま
とめ、都環境局長に意見具申を行う。

5月30日
JSCが新国立競技場基本構想国際デザイン競技報告書
（競技概要・応募状況・審査概要・質疑）を発表

5月31日
手わたす会、バッハIOC会長にあて、改めて要望書を
送付する

6月5日
渋谷区議会オリ・パラ特別委員会と新国立競技場周
辺住民代表者との懇談会が開催される

6月9日
JSCは競技場取り壊し業務入札が不落であったこと
を発表

6月13日

外国人記者クラブにて競技場問題記者会見：登壇
者・原科幸彦（千葉商科大学教授）、大野秀俊（東京
大学新領域創成科学研究科教授）、エドワード鈴木
（建築家）、森山高至（建築エコノミスト）、清水伸子
（手わたす会）

6月15日

手わたす会、シンポジウム「神宮の森から新国立競
技場を考える」を開催、登壇者・三上岳彦（首都大学
東京名誉教授）、原科幸彦（千葉商科大学教授）、大
澤明彦（東京工業大学助教授）

6月27日
IOC調整委員会のコーツ委員長らが準備状況視察お
よび東京五輪組織委員会と協議のため6月25日に訪
日、27日に記者会見を行う。

7月7日
JSCによる建築関連団体に向けた新国立競技場計
画に関する説明会が行われる（非公開）

7月11日

参加と合意形成研究会キックオフシンポジウム「新国
立競技場計画の持続可能性は」登壇者・浜野安宏
（ライフスタイルプロデューサー）、大野秀俊（東京大
学新領域創成科学研究科教授）森山高至（建築エコ
ノミスト）鈴木知幸（元2016年東京オリンピック招致準
備担当課長）三上（首都大学東京名誉教授）原科幸
彦（千葉商科大学教授）森まゆみ（手わたす会）

7月12日

シンポジウム「新国立競技場とオリンピック施設計画
に何が必要か？」登壇者・元倉眞琴（建築家）、森ま
ゆみ（手わたす会）、坂井文（北海道大学准教授）、
上浪寛（JIA関東甲信越支部長）

7月17日
7月7日の説明会をうけ、建築関連団体がJSCに質問
書を提出



7月17日
JSCは2度目の競技場解体入札を行うが予想価格を
下回る応札があったため、契約を留保し調査を行うと
発表

7月17日
欧州4カ国（オーストリア・ドイツ・スイス・スウェーデ
ン）が招致プロセス、オリンピックの費用および規模
についての提言書をIOCに提出

7月21日
国際シンポジウム「都市と建築の美学－新国立競技
場問題を契機に」美学会主催

7月23日
東京芸大教授が国立競技場の保存を求める意見書
を国・JSCに提出

7月24日 手わたす会、財務省に要望書提出

7月30日 参加と合意形成研究会、中間報告会

7月31日
JSCサイトにある国立競技場建て替えに関するよくあ
るお問い合わせが更新される

8月1日 JSCが渋谷区議会に第2回説明会を行う

8月6日
7月7日に行われた建築関係団体向け説明会の概要
が公開される


